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校長 宇都宮 桂  
あけましておめでとうございます。今年が子どもたちや保護者・地域の皆様にとって、健康で素晴らしい年

になることを祈ります。年末・年始、やりたいことや行きたいところがあったかもしれませんが、オミクロン株

の広がりを心配し、ＳＴＡＹ HＯＭＥで過ごされたご家庭も多かったかと思います。だれもがより安心して過

ごせる日々が来ることを切に願います。 

さて、１２月１１日（土）「創立４０周年記念式」が無事に開催されました。運動会同様、全校児童が一堂に

集まり、来賓・保護者・地域の皆様にもご覧いただけるようにしたかったのですが、「あざ二ミュージックフェ

スタ保護者鑑賞会」同様、感染症対策を講じての記念式となりました。教員として本校に勤務していた私は

「創立２０周年」も経験しました。当時は、体育館に全児童が集まってのお祝いの会やＰＴＡや来賓・地域の

方で記念式を行いました。学校だけでなくＰＴＡや地域の方のお力添えがあって盛大にお祝いの取組が進

められていった印象が残っています。２０周年も４０周年もどちらも素敵な周年のお祝いでした。今年度の４

０周年に関しては、コロナ禍のため、２０周年のように多くの人が集まることは難しいことをＰＴＡや地域の方

にご理解いただき、子どもたちが中心になって取り組むお祝いとしました。子どもたちが「４０周年をどのよう

にお祝いしたいか」を考え、取組紹介の動画撮影、記念ウォークラリー、あざ二の歴史新聞作成等、子ども

目線でお祝いの取組が進められました。子どもたちのやる気が感じられる手作り感満載の取組で、心に残る

４０周年だと感じています。また、周年を祝う取組の新しいスタイルだと感じました。３月には４０周年記念の

リーフレットができあがる予定です。保護者の方はもちろん、地域の方にもお読みいただき、学校の様子を知

ってもらいたいと考えております。 

記念式の中で、「NO RAIN NO RAINBOW」という話をしました。雨が降らなければ、虹はできない。虹

ができるとき、その前には雨が降っている。つまり、雨のお陰で、きれいな虹を眺めることができるという話で

す。感染症対策のため、「やりたいことができない」「行きたいところに行けない」ときかもしれません。でも、

いつかきっとできるとき、行けるときがやってきます。止まない雨はありません。そして、雨が降っているときは

家にいることが多いと考えます。「STAY HOME」です。その家にいるときに、今、できることを見つけて、小

さな努力を積み上げてみませんか。自分のできる範囲で、少しでも構いません。その小さな努力を積み重ね

ることで「できなかったことができるようになった」「やればできる」と「できる自分」を発見することができま

す。「できる自分」＝「自信がつく」ことです。自信がつけば、心に虹ができて、いろいろなことにチャレンジで

きるようになり、スマイルが増えると考えます。 

「NO RAIN NO RAINBOW」＝「雨が降らなければ、虹はできない」。小さな努力を積み重ねることで

自信がつき、チャレンジできる、スマイルがあふれる自分になることだと考えます。一人でも多くの子どもたち

の心に虹ができるように指導・支援を進めてまいります。 

感染状況が心配されますが、今月は授業参観を予定しています。運動

会、あざ二ミュージックフェスタに引き続き、授業での子どもたちのがん

ばりを是非、ご覧いただきたいと思っています。卒業式までは４８日間、修

了式までは５２日間です。これからも子どもたちの健康を守りながら、たく

さんの笑顔が見られるよう教育活動を進めて参ります。保護者・地域の

皆様のご理解・ご協力・ご支援をどうぞよろしくお願いいたします。 
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